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◆ 収益の状況（単体）

各収益項目は本格的な回復に至らないものの、預貸金業務は順調に推移各収益項目は本格的な回復に至らないものの、預貸金業務は順調に推移

≪経常利益≫
○国債等債券損益は、前年同期に実施した
債券の減損処理や売却損計上の反動により
大幅に良化
○株式等関係損益は、前年同期に実施した
株式売却益の反動減により大幅に減少
○お取引先の再生支援に注力するとともに
より厳格な基準に基づいた自己査定を
実施し、一般貸倒引当金は１１億円の増加、
不良債権処理損失は８億円の減少

≪コア業務純益≫
○資金利益は、貸出金の積上げに より利息収
入が増加したものの、有価証券利息配当金
の減少を主因に前年同期比６億円の減少
○役務取引等利益は、投資信託の販売が
本格的な回復に至らず、前年同期比 2億円
の減少
○経費は、全般的な合理化により、人件費・
物件費ともに削減効果が表れ、前年同期比
４億円の減少

≪当期純利益≫
○当期純利益は、経常利益が大幅な増益と
なったことを主因として、前年同期比7億円
の増益
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(単位:億円 ※億円未満切捨て）

20年9月期 21年9月期

増減額

業務粗利益 88 142 53

131 125 ▲6

預貸金利息 86 96 10

有価証券利息 43 30 ▲12

21 18 ▲2

▲ 65 ▲1 63

経費 113 108 ▲4

57 55 ▲1

49 47 ▲2

コア業務純益 40 35 ▲5

一般貸倒引当金繰入額 0 12 11

業務純益 ▲ 25 21 46

臨時損益 27 2 ▲25

6 ▲2 ▲8

30 ▲1 ▲31

経常利益 2 23 20

特別損益 ▲ 0 ▲0 0
税引前当期純利益 1 23 21
当期純利益 7 14 7

うち 人件費

うち 物件費

うち 不良債権処理損失

うち 株式等関係損益

うち 役務取引等利益

うち 国債等債券損益

うち 資金利益
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◆

 
預金、貸出金の状況

預

 

金：信用のバロメーターとなる預金は、個人預金（前期比プラス146億円）を中心に順調に増加

貸出金：消費性貸出金は、住宅建設が弱含みとなるなか住宅ローンが順調に増加

事業性貸出金は、資金需要が伸び悩むなか、仙台市を中心に県外貸出が増加

預

 

金：信用のバロメーターとなる預金は、個人預金（前期比プラス146億円）を中心に順調に増加

貸出金：消費性貸出金は、住宅建設が弱含みとなるなか住宅ローンが順調に増加

事業性貸出金は、資金需要が伸び悩むなか、仙台市を中心に県外貸出が増加
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預金（期末残高）の状況預金（期末残高）の状況 貸出金（期末残高）の状況貸出金（期末残高）の状況

1兆7,323億円1兆7,298億円
1兆1,868億円 1兆1,861億円 ※日本標準産業分類の改訂

 

に伴い、平成21年9月末計

 

数より従来の個人向け貸出

 

の一部147億円を一般貸出

 

に区分変更実施

【参考:区分変更前の残高】

消費性貸出

3,641億円

事業性貸出

6,911億円



（単位：％）
21年9月期

21年3月期比 20年9月期比

自己資本比率 12.95 0.31 0.37
うち基本的項目比率（ＴｉｅｒⅠ） 12.28 0.16 0.22
コアTierⅠ比率 10.85 0.25 0.15
※ コアTierⅠ比率は、基本的項目（ＴｉｅｒⅠ）から税効果相当額を控除した比率です。

◆

 
自己資本比率、TierⅠ比率、アウトライヤー基準

自己資本比率12.95％、TierⅠ比率12.28％と、引き続き高い水準を維持自己資本比率12.95％、TierⅠ比率12.28％と、引き続き高い水準を維持
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自己資本比率、TierⅠ比率（単体）自己資本比率、TierⅠ比率（単体）

自己資本比率

ＴｉｅｒⅠ比率

アウトライヤー基準アウトライヤー基準

金利ショック幅

 

⇒

 

200ＢＰＶを採用

 

金利ショック幅

 

⇒

 

200ＢＰＶを採用
コア預金

 

⇒

 

内部モデルを採用

 

コア預金

 

⇒

 

内部モデルを採用

アウトライヤー基準：バーゼルⅡ第２の柱で特に重要な項目とされる「銀行勘定の

 

金利リスク」に関する基準で、200BPVあるいは99％タイル値の金利ショックを与え

 

た時の経済価値の低下額を自己資本の20％以下としている。

金利リスクをコントロールし、アウトライヤー

 
比率は引き続き20％の基準内
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141億円 13.1％
　※　ＴｉｅｒⅠ＋ＴｉｅｒⅡ＝1,075億円
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◆

 
不良債権（金融再生法開示債権）

金融再生法開示債権比率は2.71％と引き続き良好な水準を維持金融再生法開示債権比率は2.71％と引き続き良好な水準を維持
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金融再生法開示債権残高の推移金融再生法開示債権残高の推移 与信費用の推移与信費用の推移

32,87532,801

開示債権比率（右軸）

               （百万円、％）

18年9月期 19年9月期 20年9月期 21年9月期

551 295 652 ▲246
個別貸倒引当金
純繰入額 548 295 617 ▲294

貸出金償却
3 0 0 0

債権売却損等
0 0 0 0

偶発損失引当金
繰入額 0 0 35 48

3 483 47 1,232

554 779 699 986

0.05 0.07 0.06 0.08

不良債権処理額

与信費用比率

与信費用

一般貸倒引当金
繰入額
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◆

 
有価証券運用

有価証券評価損益は大幅に回復

 

ポートフォリオは着実な改善がなされている有価証券評価損益は大幅に回復

 

ポートフォリオは着実な改善がなされている
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有価証券評価損益の推移有価証券評価損益の推移

株式・債券・その他の全項目で改善株式・債券・その他の全項目で改善
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有価証券運用残高有価証券運用残高

5,9845,661

有価証券利回り有価証券利回り

その他有価証券の内訳

21年3月期 21年9月期

65億円の改善

（％、年)

19年3月期 20年3月期 21年3月期 21年9月期

有価証券利回り 1.45 1.41 1.21 1.04

デュレーション 3.14 2.58 3.39 3.40



5 ,5 615 ,7 02

4 ,7 104 ,9 76

621
655

73 .4 9 75 .5 3

0

10,000

20,000

18年9月期 19年9月期 20年9月期 21年9月期

40

50

60

70

80

（百万円） （％）

人件費

物件費

税　金

OHR （右軸）

◆

 
経費削減

店舗数と従業員店舗数と従業員 経費、OHR（国債等債券損益除き）経費、OHR（国債等債券損益除き）

経費削減プロジェクトの成果により、物件費はほぼ計画通りに削減経費削減プロジェクトの成果により、物件費はほぼ計画通りに削減
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①経費削減プロジェクトにより、平成21年度は

６８５百万円の削減見込み

②長計物件費削減目標13億円に向けた取り組み

を継続実施

①経費削減プロジェクトにより、平成21年度は

６８５百万円の削減見込み

②長計物件費削減目標13億円に向けた取り組み

を継続実施

（人、％）

18年9月期 19年9月期 20年9月期 21年9月期
スタッフ数 699 735 760 773
スタッフ比率 33.7 35.0 36.1 36.2
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◆

 
今期の収支計画

業務純益
業務純益は、平成21年3月期における国債等債券の減損処理や売却損計上の反動により、前年比148

億円増益の64億円を見込んでおります。
経常利益
経常利益は、業務純益の増益見込みから、前年比168億円増益の58億円を見込んでおります。

当期純利益
当期純利益は、前年比91億円増益の33億円を見込んでおります。
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 （単位：百万円）
22年3月期 21年9月期 21年3月期
通期予想 21年9月期比 21年3月期比 実績 実績

単　　体

経常収益 37,000      18,343    ▲ 6,481  18,657      43,481      

業務粗利益 29,500      15,264    15,620    14,236      13,880      

うち資金利益 25,300      12,795    ▲ 600    12,505      25,900      

うち役務取引等利益 4,100       2,226     236       1,874       3,864       

うち国債等債券損益 ▲ 100      85        15,913    ▲185 ▲16,013

業務純益 6,400       4,290     14,881    2,110       ▲ 8,481    

うち一般貸倒引当金繰入額 1,300       68        1,331     1,232       ▲ 31       

経常利益 5,800       3,454     16,869    2,346       ▲ 11,069   

うち不良債権処理費用 700         946       ▲ 2,412  ▲246 3,112       

当期純利益 3,300       1,858     9,187     1,442       ▲ 5,887    

(実質不良債権処理費用計) 2,000       1,014     ▲ 1,081  986         3,081       

連　　結

経常収益 45,000      22,614    ▲ 6,457  22,386      51,457      

経常利益 6,000       3,640     16,782    2,360       ▲ 10,782   

当期純利益 3,300       2,047     9,269     1,253       ▲ 5,969    

増 　減
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◆ 山形県・仙台市の経済

住宅着工戸数
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◆

 
第16次長期経営計画（平成21年4月～24年3月）の概要

第16次長期経営計画『

 
やまぎん・イノベーション・プラン

 
』第16次長期経営計画『

 
やまぎん・イノベーション・プラン

 
』
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重点課題①：営業基盤の拡充

◆相談機能の充実

 

⇒

 

担当者の集約と人材の集中育成

◆地域に合わせた店舗機能

 

⇒

 

グループ営業店体制

◆合理化・効率化

 

⇒

 

営業店事務の20％削減

重点課題②：地域活力の向上

◆地域振興

 

⇒

 

農業・環境など地公体との連携を強化

◆企業経営・再生支援

 

⇒

 

事業承継・企業支援室の増強

◆リスク管理態勢

 

⇒

 

リスク計量化のレベルアップ

◆有価証券ポートフォリオの再構築

⇒

 

含み損益の回復と拡大、総合利回りの向上

重点課題③：経営基盤の強化

◆管理・評価

 

⇒

 

採算管理の強化、営業店評価の見直し

◆人材育成

 

⇒

 

女性キャリアの育成、多角的な人材管理

重点課題④：組織・人事の改革

「新しい時代における山形銀行としてのＣＳＲ（企業の社会的責任）経営」

地域に広く貢献する銀行
【地域密着】

県内基盤の磐石なりーディングバンク
【地域からの支持】

収益性・効率性を追求し続ける銀行
【筋肉質の体質】

堅実性・安定性のある銀行
【健全経営】

組織・人材に魅力ある銀行
【活力ある職場】

目指す姿

第15次長計の評価・反省

今後の経営環境の変化に柔軟に対応 構造的課題（重点課題）の解決構造的課題（重点課題）の解決



◆

 
第16次長期経営計画の経営目標
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23年度（目標）

 

【長計3年目】23年度（目標）

 

【長計3年目】

１０５億円１０５億円

９．００％以上９．００％以上

０．５０％０．５０％

６７％以下６７％以下

１２％以上
（

 

１１％以上 ）

１２％以上
（

 

１１％以上 ）

コア業務純益コア業務純益

コア業務純益ＲＯＥコア業務純益ＲＯＥ

コア業務純益ＲＯＡコア業務純益ＲＯＡ

債券関係損益除きＯＨＲ債券関係損益除きＯＨＲ

自己資本比率
（ ＴierⅠ比率 ）
自己資本比率
（ ＴierⅠ比率 ）

・コア業務純益＝業務純益－債券関係損益＋一般貸倒引当金繰入額

 

・ROE（Return on Ｅquity／株主資本利益率）＝利益÷資本勘定

・ROA（Return on Asset／総資産利益率）＝利益÷総資産

 

・OHR（Overhead Ratio／業務粗利益経費率）＝経費÷業務粗利益

20年度
（実績）

21年 9月期
（実績）

23年度
（目標）

20年度比
増減額

業務粗利益 １３８億円 １４２億円 ３１５億円 １７７億円

経費 ２２３億円 １０８億円 ２１０億円 △１３億円

業務純益 △８５億円 ２１億円 １０５億円 １９０億円

コア業務純益 ７５億円 ３５億円 １０５億円 ３０億円

◆

 

資金利益および役務取引等利益で
２２億円の増収
◆

 

２０年度に約１６０億円の損失を計上した
国債等債券損益の改善で１５５億円の増収

◆

 

２０年度下半期より、経費削減の専担
チームを組成し、物件費の見直しを実施
◆

 

２０年度比で１３億円の削減

チャレンジ

21年度

 

【長計1年目】

構造改革に

取り掛かる年

チェンジ

22年度

 

【長計2年目】

チャンス

改革を継続することで

目指す姿が見えてくる年

第16次長計

 

３年間のイメージ第16次長計

 

３年間のイメージ

1年目・2年目は構造的課題の解決に着実に取り組む
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◆

 
県内三行間預貸金シェア

県内三行間預金シェア（平成21年9月末現在:%）

11

県内三行間預貸金当行シェア推移

★過去5年間で、預金は2.62ポイント、貸出金は5.99ポイントのシェアを拡大★過去5年間で、預金は2.62ポイント、貸出金は5.99ポイントのシェアを拡大

県内三行間貸出金シェア（平成21年9月末現在:%）

預 金

貸 出



「仙台地区」事業性貸出金平残推移
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「仙台地区」住宅ローン残高推移
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◆

 
仙台地区貸出金シェア

12

ソリューション営業を展開し、着実に増加

住宅着工戸数の減少と金利競争の
激化のなか、着実に積み上げ

貸出金

預金

山形銀行

3.46％

仙台市に進出している地銀・第2地銀のなかでのトップシェアを更に拡大仙台市に進出している地銀・第2地銀のなかでのトップシェアを更に拡大
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◆

 
法人部門①（事業性貸出金の増強）

★山形市内4グループ8カ店での

導入に続き、平成22年4月より

県内2エリア（天童・寒河江）

に拡大

グループ営業店体制の拡充グループ営業店体制の拡充

13

事業性貸出の推移（平残）事業性貸出の推移（平残）

緊急保証制度残高の推移緊急保証制度残高の推移
法人主力店

【グループ統括店】

個人主力店

【グループ店】

事業性融資の

担当窓口を集約

同一地区内での

連携体制

同一地区内での

連携体制

【グループ営業店体制】

・マーケット環境の変化に対応し、法人

主力店と個人主力店のグループ化による

連携体制

・法人・個人分野ともに、渉外力の発揮

によるシェアの拡大を図る

県 外

県 内

6,451 6,469



◆

 
法人部門②（経営支援の強化）

事業承継支援の強化
◆税理士やコンサルティング会社との連携を強化し、幅広いニーズ
に対応

企業の人材育成支援
◆お取引先向けの研修・セミナーを整備・体系化し、「やまぎん
人材育成プログラム」として提供

ビジネスマッチング支援の強化
◆平成21年１0月「おいしい山形・食材王国みやぎ」
山形県・宮城県・七十七銀行との共催でビジネス商談会を開催
（参加企業112社、商談件数503件）
◆お取引先のニーズに応じた個別マッチングの支援強化

企業経営支援の強化企業経営支援の強化

14

金融再生法開示債権比率

 

2%台を維持

事業再生支援の強化事業再生支援の強化

事業再生支援の強化

連携強化による質的向上

地域振興への取り組み強化地域振興への取り組み強化

★アグリビジネスの強化

＜当行の目指す姿＞

◆農業と食料品製造業の

マッチング支援を強化

◆川上から川下までの

商流創造支援を強化
※川上（農業）・川中（食品製造業）・

川下（流通業・飲食業等）

≪金融再生法開示債権残高・比率≫

89 1 0 5
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川 下川 下

川 中川 中

川 上川 上

山

 
形

 
銀

 
行

商
流

◆平成21年4月より2名増員し、支援活動を強化

◆本部指定先の経営改善・事業再生支援を強化

◆営業店支援先のサポートによる情報共有化と人材育成

◆外部専門機関との連携強化による再生手法の習得

◆経営改善・事業再生レベル向上とノウハウの蓄積

開示債権比率（右軸）

（％）
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◆

 
個人部門①（住宅ローンと預かり資産）

住宅ローン残高推移（県内・仙台）

新設住宅着工動向（県内・仙台）

15

★住宅着工戸数が伸び悩むなか、着実に実績を積上げ★住宅着工戸数が伸び悩むなか、着実に実績を積上げ

県 内

仙台地区

県 内

629 584

640 738

546
692

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

19年3月期 20年3月期 21年3月期 21年9月期

（億円）

個人預かり資産残高

投 信

国 債 等

個人年金保険

★個人年金保険が大幅に増加

 

投信残高も回復基調★個人年金保険が大幅に増加

 

投信残高も回復基調

★保障性保険も順調に増加

 

ラインナップも拡充★保障性保険も順調に増加

 

ラインナップも拡充

医療・がん

終身・学資等
仙台地区



住宅ローンプラザ…県内８カ所、県外2カ所

コンサルティングプラザ…県内６カ所、県外1カ所
（平成22年4月より）

◆平成22年4月に、久野本支店、寒河江支店

に両プラザを新設

◆

 
個人部門②（機能強化チャネルの拡充）

16

地銀ネットワークによる共同企画地銀ネットワークによる共同企画地銀ネットワークによる共同企画地銀ネットワークによる共同企画
みどり町支店リニューアルオープン

◆鶴岡エリア内における個人主力店舗の

みどり町支店を全面リニューアルオープン

◆既存の住宅ローンプラザに加え、資産運用

相談チャネルとして、コンサルティングプ

ラザを新設

★個別相談ブースや、各種セミナーの開催

可能なスペースを設置

★太陽光発電設備・地下水融雪設備・敷地内

緑化・リサイクル材の利用など、環境に

配慮した地球にやさしい店舗造り

機能強化チャネルの拡充

住宅ローンプラザ・コンサルティング

 

プラザ併設店

住宅ローンプラザ設置店

コンサルティングプラザ設置店

住宅ローンプラザ・コンサルティングプラザ住宅ローンプラザ・コンサルティングプラザ
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◆

 
経営基盤の強化

今後の投資運営態勢とポートフォリオの再構築今後の投資運営態勢とポートフォリオの再構築

対応方針

③

 

商品特有のリスクや流動性リスク等を踏まえた投資判断

①

 

長期的な視点に立ち、アセットアロケーション戦略を強化

④

 

フロント・ミドル・バックの牽制機能の強化とモニタリング機能の強化

⑤

 

業務ローテーションによる長期的な人材育成

ポートの再構築

・長期的に「総合損益」「金利リスク」「流動性」を
安定させるためのベースとなるポート構築を目指す

・環境に応じ、残高・デュレーション・ラダー戦略・
クレジット戦略を調整

債 券

・金利との相関を考慮して対応
・長期的視点での含み益拡大を目指す

・現状、円建外債が太宗を占める
・利回りおよび流動性の低い投資資産は圧縮方針

株 式

その他

17

資本配賦の状況資本配賦の状況

資本の効率的な配賦を実施
想定を超える事象への備えとして、バッファー資本を導入

信用リスク(16.6％)

市場リスク(38.8％)

政策株式リスク(19.0％)

オペリスク(5.6％)

バッファー資本(20.0％)

最低必要資本

配賦可能資本

Tier 1

②

 

総合利回り重視のポートフォリオ運営



◆

 
アライアンス戦略

18

県内４信金とATM業務提携 地銀ネットワークによる共同企画

◆天地人キャンペーン

大河ドラマ「天地人」のゆかりの地である

新潟県の第四銀行、福島県の東邦銀行と共同

で定期預金キャンペーンを実施

○第一弾「愛」(1/13～3/13)

○第二弾「義」(4/13～6/30)

○第三弾「完結編」(10/1～12/30)を

現在実施中。

天地人キャンペーンぐるっと花笠ネット

◆平成２１年９月より、

 
お客さまの利便性向上を

 
図るため、県内４信用金

 
庫と連携し、

ATM相互利用サービス

「ぐるっと花笠ネット」

を開始

NEW



◆

 
環境保全活動と地域貢献活動

環境保全活動環境保全活動 地域貢献活動地域貢献活動

明日を担う子供たちへ

地域のスポーツ振興に向けて

ライヤーズ

★女子バスケットボール部「ライ

 
ヤーズ」を中心とする山形県チー

 
ムは、今年度の新潟国体において

 
優勝いたしました。

★地域のスポーツ振興のため、

 
ジュニア選手を対象とした「バス

 
ケットボールクリニック」も継続

 
的に行っております。

19

★「山形県地球温暖化アクションプログラム」への参加

○当行は、本店ビルのCo2削減目標をマイナス14%に設定し取り組んでいます

★「エコキャップ推進運動」

金融経済教育

★明日を担う子供たちの健全な金

 
銭感覚を養うとともに、社会のし

 
くみを理解し、自らの責任におい

 
て主体的な経済活動ができる人材

 
の育成を図るため、小・中学校を

 
中心に、金融経済教育を実施して

 
います。

地域の皆様地域の皆様

★売却益をワクチン費用として寄贈

回収実績 189,960個

 

⇒ ポリオワクチン237人分回収実績 189,960個

 

⇒ ポリオワクチン237人分

H21.7.1から9.30まで

キャップ

開発途上国の子供たちへ

山形銀行グループ

 
各営業店・窓口

 

山形銀行グループ

 
各営業店・窓口

★

 

環境配慮型商品の提供

【個人のお客さま】
○エコ住宅ローン各種

 

○エコキャンペーン（マイカー・リフォームローン）

【法人のお客さま】

○エコ私募債

 

○その他環境配慮型商品の営業・販売サポート等



◆

 
株主の皆さまへの還元

20

◆

 

配当の方針

・

 

従前は、年間1株当たり5円の配当を安定的に行ってきたが、平成18年度期末より、業績連動型を志向し、
１株当たり3円の増額配当を行った。
・

 

以後、業績連動型を志向しながら配当性向20％前後を目安に安定した配当を実施。平成21年度の期末
配当金も、中間配当金と同額の１株当たり3円の配当を予定している。

過去10年間の東北県都地銀6行の株価推移（1999年3月末＝100)

≪1株当たり配当金の推移≫

18年度
実　績

19年度
実績

20年度
実績

中間配当金 2円50銭 3円 3円 3円 実績

期末配当金 3円 3円 3円 （3円） 予定

年間配当金 5円50銭 6円 6円 （6円） 予定

21年度

0

2 0

4 0

6 0

8 0

1 0 0

1 2 0

1 4 0

1 6 0

1 8 0

99/ 9 0 0/ 3 0 0 / 9 0 1 / 3 0 1 / 9 0 2 / 3 02 / 9 03 / 3 0 3 / 9 0 4 / 3 0 4 / 9 0 5 / 3 0 5 / 9 0 6 / 3 0 6 / 9 0 7 / 3 07 / 9 0 8 / 3 0 8/ 9 0 9 /3 0 9 /9

山 形 銀 行

日 経 平 均

A行

B行

C行

D行

E行



アル・ケッチァーノ

奥田　政行
（シェフ）

ヤマガタ・サンダンデロ

山形県アンテナショップ
　おいしい山形プラザ

佐藤繊維

「感性価値」のものづくり

モンテディオ山形

NHK大河ドラマ「天地人」

小山　薫堂
（放送作家）

東北芸術工科大学

メゾン・エ・オブジェ

山形ドキュメンタリー映画祭

山形フィルム・コミッション

根岸　吉太郎
（映画監督）

シベール

豊富な食材

東北公益文科大
学

慶應義塾大学

先端生命科学研究所

山形大学

有機エレクトロニクス研究所

城戸　淳二
（工学部教授）

HMT
（大学発ベンチャー）

さくらんぼ

芋　煮

ラフランス

米沢牛

直江兼続

奥山 清行
（デザイナー）

オリンタルカーペット

菊池保寿堂

天童木工

多田木工

山本製作所

山形カロッツェリア推進機構

平田牧場

NECセミコンダクターズ山形

「つや姫」
（米）

でん六

そ　ば

「スウィングガールズ」フラワー長井線

庄内地域

山
田
洋
次
三
部
作

出羽桜酒造

製造業の集積

豊富な食材

三菱重工

ローム

凸版印刷ルミオテック

オーガニックライティング

後藤電子

東北パイオニア タカハタ電子

三井物産

製造業の集積

村山地域

置賜地域

＜山形現象＞

工学部

山形おきたまフィルム・コミッション

映画

映画

映画

映画

映画

映画映画

映画

映画

映画

映画

映画

「ヴィヨンの妻」
映画

「必死剣鳥刺し」
映画

藤沢　周平
（作家・故人）

「たそがれ清兵衛」

「隠し剣 鬼の爪」

「武士の一分」

「山桜」「蝉しぐれ」

「花のあと」

「ｽｷﾔｷｳｴｽﾀﾝ・ｼﾞｬﾝｺﾞ」
「ICHI」

「座頭市-the LAST-」

庄内映画村株式会社

「おくりびと」

「スノー・プリンス」

「十三人の刺客」

「サムライ・ワールド」プロジェクト

「山形スクリーム」

庄内映画村オープンセット

◆ 「山形現象」について

21

★多方面にわたる「山形発」のムーブメントが話題となり、

「日経エンタテイメント!」等で「山形現象」と紹介されました。

★多方面にわたる「山形発」のムーブメントが話題となり、

「日経エンタテイメント!」等で「山形現象」と紹介されました。



◆ 山形の「日本一」「世界一」企業

１ . 山 形 の シ ェ ア 「 日 本 一 」 「 世 界 一 」

企 　 業 　 名 市 町 村 日 本 一 の 項 目 シ ェ ア

ア イ ジ ー 工 業 株 式 会 社 東 根 市 金 属 サ イ デ ィ ン グ の 製 造 国 内 ト ッ プ シ ェ ア

株 式 会 社 ア マ ル メ 工 芸 社 庄 内 町 金 属 製 鬼 飾 り の 製 造 国 内 ト ッ プ シ ェ ア

エ ム テ ッ ク ス マ ツ ム ラ 株 式 会 社 天 童 市 自 動 車 の シ ャ フ ト 部 品 の 製 造 世 界 シ ェ ア 2 0 ％

株 式 会 社 鈴 木 製 作 所 山 形 市 家 庭 用 高 級 ロ ッ ク ミ シ ン の 製 造 国 内 シ ェ ア 9 0 ％

株 式 会 社 ト ッ プ パ ー ツ 長 井 市 組 立 端 子 板 の 製 造 国 内 シ ェ ア 8 0 ％

株 式 会 社 高 研 　 鶴 岡 工 場 鶴 岡 市 ア テ ロ コ ラ ー ゲ ン 研 究 試 薬 キ ッ ト の 製 造 国 内 ト ッ プ シ ェ ア

天 童 将 棋 株 式 会 社 天 童 市 将 棋 駒 の 製 造 国 内 シ ェ ア 8 0 ％

株 式 会 社 ナ ブ テ ス コ 　 山 形 工 場 村 山 市 商 用 車 用 エ ア ド ラ イ ヤ ー の 製 造 国 内 ト ッ プ シ ェ ア

株 式 会 社 日 東 ベ ス ト 寒 河 江 市 ど ん ぶ り の 素 （ 牛 丼 な ど ） の 製 造 国 内 シ ェ ア 2 5 ％ （ 1 位 ）

北 栄 鉄 工 株 式 会 社 鶴 岡 市 漁 業 用 砕 氷 機 の 製 造 国 内 ト ッ プ シ ェ ア

ﾏ ｰ ﾚ ・ ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾝ ・ ｺ ﾝ ﾎ ﾟｰ ﾈ ﾝ ﾂ ・ ｼ ﾞ ｬ ﾊ ﾟﾝ 株 式 会 社 山 形 3 工 場 鶴 岡 市 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン 用 ピ ス ト ン の 製 造 国 内 シ ェ ア 8 0 ％

テ ー ピ 工 業 株 式 会 社 寒 河 江 市 シ リ ン ダ ラ イ ナ の 製 造 国 内 ト ッ プ シ ェ ア

ハ イ メ カ 株 式 会 社 米 沢 市 タ ン タ ル コ ン デ ン サ 製 造 装 置 の 製 造 世 界 シ ェ ア 7 5 ％

オ リ エ ン タ ル カ ー ペ ッ ト 株 式 会 社 山 辺 町 手 織 段 通 の 製 造 国 内 シ ェ ア 5 0 ％

山 形 ス リ ー エ ム 株 式 会 社 東 根 市 道 路 交 通 標 識 の 製 造 国 内 シ ェ ア 1 0 0 ％

株 式 会 社 ウ エ ノ 鶴 岡 市 ト ロ イ ダ ル コ イ ル の 製 造 国 内 シ ェ ア 4 0 ％

株 式 会 社 マ ル ハ チ 庄 内 町 茄 子 の 漬 物 の 製 造 国 内 シ ェ ア 2 0 ％ （ 1 位 ）

東 北 パ イ オ ニ ア 株 式 会 社 天 童 市 パ ッ シ ブ 型 有 機 E L の 製 造 国 内 ト ッ プ シ ェ ア

曙 ブ レ ー キ 山 形 製 造 寒 河 江 市 ブ レ ー キ パ ッ ド の 製 造 国 内 シ ェ ア 4 0 ％

精 英 堂 印 刷 株 式 会 社 米 沢 市 水 な し パ ッ ケ ー ジ 印 刷 国 内 ト ッ プ シ ェ ア

日 本 地 下 水 開 発 株 式 会 社 山 形 市 無 散 水 式 消 融 雪 工 事 の 施 工 国 内 シ ェ ア 5 0 ％

城 戸 メ ノ ウ 乳 鉢 製 造 所 鶴 岡 市 メ ノ ウ 製 乳 鉢 の 製 造 国 内 シ ェ ア 1 0 0 ％

株 式 会 社 ナ チ 東 北 精 工 山 形 市 油 圧 可 変 ベ ー ン ポ ン プ の 製 造 国 内 シ ェ ア 8 0 ％

株 式 会 社 ナ ガ オ カ 東 根 市 レ コ ー ド 針 の 製 造 世 界 ト ッ プ シ ェ ア

２ .山 形 の 「 日 本 一 」 「 世 界 一 」 受 賞 企 業

企 　業 　名 市 町 村 受 賞 対 象 主 　催

有 限 会 社 後 藤 屋 高 畠 町 米 沢 牛 入 りい も煮 第 46回 全 国 推 奨 土 産 品 審 査 会 農 林 水 産 大 臣 賞 （最 高 賞 ） 全 国 観 光 土 産 品 連 盟

株 式 会 社 菊 地 保 寿 堂 山 形 市 和 鉄 ポ ッ ト 「M A Y U 」 2 0 0 6年 グ ッ ドデ ザ イ ン 賞 日 本 商 工 会 議 所 会 頭 賞 （財 ）日 本 産 業 デ ザ イ ン 振 興 会

吉 田 畜 産 株 式 会 社 山 形 市 ヤ ー ク トブ ル ス ト （ハ ム ） IF F A 2 0 0 7 （独 ・畜 産 品 見 本 市 ） 金 賞

株 式 会 社 織 元 山 口 米 沢 市 － 第 2回 もの づ くり日 本 大 賞 経 済 産 業 大 臣 賞 経 済 産 業 省

庄 内 た が わ 農 協 鶴 岡 市 は え ぬ き麺 平 成 19年 度 優 良 ふ る さ と食 品 中 央 コ ン ク ー ル 農 林 水 産 大 臣 賞 （最 高 賞 ） （財 ）食 品 産 業 セ ン ター

出 羽 桜 酒 造 株 式 会 社 天 童 市 純 米 吟 醸 「一 路 」 イ ン ター ナ シ ョナ ル ・ワ イ ン ・チ ャ レ ン ジ チ ャ ン ピ オ ン ・サ ケ W ill iam  R e e d  P u b lis h in g  L td .

株 式 会 社 森 環 境 技 術 研 究 所 　ほ か 新 庄 市 ボ ン テ ラ ン 工 法 国 土 技 術 開 発 賞 入 賞 （財 ）国 土 技 術 研 究 セ ン ター

株 式 会 社 ウ エ ノ 三 川 町 － 20 0 8年 日 経 もの づ くり大 賞 日 経 B P特 別 賞 日 経 新 聞 社

精 英 堂 印 刷 株 式 会 社 米 沢 市 オ フセ ッ ト （カ ラ ー プ ロ セ ス ） 第 2 0回 世 界 ラ ベ ル コ ン テ ス ト 3年 連 続 最 優 秀 賞 F IN A T 、 T LM I、 J F LP

城 北 麺 工 株 式 会 社 山 形 市 － 第 30回 食 品 産 業 優 良 企 業 等 表 彰 農 林 水 産 大 臣 賞 （最 高 賞 ） （財 ）食 品 産 業 セ ン ター

有 限 会 社 肉 の 斎 藤 川 西 町 牛 賜 平 成 20年 度 優 良 ふ る さ と食 品 中 央 コ ン ク ー ル 農 林 水 産 大 臣 賞 （最 高 賞 ） （財 ）食 品 産 業 セ ン ター

慶 応 大 学 先 端 生 命 科 学 研 究 所 鶴 岡 市 メ タボ ロ ー ム 測 定 装 置 平 成 21年 度 全 国 発 明 表 彰 発 明 協 会 会 長 賞 （社 ）発 明 協 会

有 限 会 社 新 藤 酒 造 店 米 沢 市 本 醸 造 「裏 ・雅 山 流 香 華 」 イ ン ター ナ シ ョナ ル ・ワ イ ン ・チ ャ レ ン ジ トロ フ ィー （部 門 最 高 賞 ） W ill iam  R e e d  P u b lis h in g  L td .

佐 藤 繊 維 株 式 会 社 寒 河 江 市 － 第 3回 もの づ くり日 本 大 賞 経 済 産 業 大 臣 賞 経 済 産 業 省

オ リエ ン タル カ ー ペ ッ ト株 式 会 社 山 辺 町 － 第 3回 もの づ くり日 本 大 賞 経 済 産 業 大 臣 賞 経 済 産 業 省

有 限 会 社 朝 日 町 ワ イ ン 朝 日 町 朝 日 町 ワ イ ン  ロ ゼ 2 0 0 9年 国 産 ワ イ ン コ ン クー ル 3年 連 続 カ テ ゴ リー 最 優 秀 賞 同 実 行 委 員 会

賞 　名
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本資料の将来に関わる記述については、その内容を保証

 するものではなく、経営環境の変化等による不確実性を有し

 ておりますのでご留意ください。

本件に関するお問い合わせ先

株式会社山形銀行

 
総合企画部

TEL 023－623－1221


